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(中堅ジェネラ Hスト・ナースの看護実践飽カおよび継続教育に

影響する要因の検討)

論文内容の要旨(1，000宇-2，000字でまとめること.) 

【目的】本研究は、医療機関における継続教育支援体制の実態

を把握し、中堅ジェネラリスト・ナ}スの看護実践能力と看護実

践能力に影響する環境要因、個人要因、専門性要因との関連を明

らかにし、継続教育について検討することを目的とする。

【方法 1.A県内看護管理者と経験年数を 5-20年程度有する中
堅ジェネラ Pスト・ナースに対して、看護実践能力に影響すると
考えられる要因、およびキャ Pア中期看護師の臨床実践カ測定尺
度から成る質問紙調査を実施した。 352~療機関に研究協力を依
頼し、回答が得られた看護管理者 109名(調査 1 回収率 31.0%)

と中堅ジェネヲPスト・ナースの有効回答 632名{調査 2 回収

率 47.9%)を分析対象とした。

【結果および考察】中堅ジェネラ Pスト・ナースの看護実践能
カ総得点は平均 73.1土 11.1点で、先行研究で 67点以上の得点が

あるものを中堅とされていることから、研究対象者は概ね中堅に

該当すると言える。看護実践能力との関連を各項目について検討

した結果、看護実践能力と組織要因は、調査 1と調査 2を合わせ

28項目のうち 16項目に関連がみられた。個人要因は、経験年数

に弱い相闘がみられ、 13項目のうち 10項目に関連がみられた。

看護実践能カと専門性要因は、 14項目のうち 13項目に関連がみ

られた。以上の結果より、中堅ジェネラ Pスト・ナースの看護実
践能力は、個人要因や組織要因より、専門性要因により影響を受

けると推察された。そして、中堅ジェネラリスト・ナースが継続

教育に取り組むことで、看護実践能力を高められることが示唆さ

れた。そのため、今後の中堅ジェネラリスト・ナースの継続教育

について、検討すべき線題は 2つあると考える 1つ目は、『院内

研修に全く参加していない j、『看護研究に取り組んだことがないJ、
『院外の学会や研修に全く参加したことがない j、『専門書をほと

んど読んでいない』などの要因を持つ、看護実践飽カ得点の低い

君事に対し、その飽カを高めるための取り組みをしていくことであ

る。 2つ目は、看護師の発達過程においては、キャ Pア発達への
動機づけがなければ、自己啓発意欲が下がり、中堅看護師の看護

実践飽カの発達過程においてプラト}現象を起こす傾向があるこ

とから、伸び悩んでいる中堅ジェネラ Pスト・ナースの看護実践
能力を高めるための取り組みをしていくことである。これらの課

題への対策として、看護部組織には、目標管理システム、ク Pニ
カルラダーシステム、キャリアボートフォ Hオの 3つの人材育成
システムを導入し、これらを連動させながら活用を推進していく

ことが期待される。一方、中堅ジェネラリスト・ナース自身にも

専門職として看護実践能力を高めていく自覚を持ち、これらの人

材育成システムの有効性についての理解を深め、活用していく姿

勢が求められる。看護職が継続教育により、その能カを維持・向

上することは、個々のキャ Pア形成と、看護職としての社会的責
務を呆たす上で必要不可欠なものである。そのため、看護管理者

には組織内外のリソースを活用し、継続教育に取り組める環境を

整え、支援していくことが求められる。今後は、研修単位認定制

度などを視野に入れながら、継続教育を日本看護協会だけに委ね

るのではなく、医療機関同士や医療機関と大学が連携を持つなど、

継続教育の地域におけるネットワーク化を図り、中堅ジェネラ H
スト・ナースの継続教育の体系化を推進していくことが課題であ

る。
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要 旨

本研究は、医療機関における継続教育支援体制の実態を把握し、中堅ジェネラ Pスト・ナースの l

看護実践能力と看護実践能カに影響する環境要因、個人要因、専門性要因との関連を明らかにし、 l

継続教育について検討することを目的とする.方法は、 A県内看護管理者と経験年数を5-20年程

度有する中堅ジェネラ Hスト・ナースを対象に、看護実践能力に影響すると考えられる要因、およ

びキャ Pア中期看護師の臨床実践カ測定尺度から成る質問紙調査を実施した.352医療機関に研究

協力を依頼し、回答が得られた看護管理者109名(回収率31.0%) と中堅ジェネラ Pスト・ナース

の有効回答632名(回収率47.9%)を分析対象とした.分析は、統計Yフト ENRを用いて行った.結

呆として、中堅ジzネラロストの看護実践能力総得点は、平均73.1:tl1.1点で、先行研究で67点以

上の得点があるものを中堅とされていることから、研究対象者は概ね中堅に核当すると言える。看

護実践能力との関連を各項目について検討した結果、看護実践能カと組織要因は、調査 1と調査 2

を合わせ28項目のうち 16項目に関連がみられた.個人要因は、経験年数に弱い相闘がみられ、 13

項目のうち 10項目に関連がみられた.看護実践能力と専門性要因は、 14項目のうち 13項目に関連が

みられた。以上の結果より、中堅ジェネラリスト・ナースの看護実践能力は、個人要因や組織要因

より、専門性要因により影響を受けると推察された.そして、中堅ジェネラ日スト・ナースが継続

教育に取り組むことで、看護実践能力を高められることが示唆された。

以上により中堅ジェネラ Pスト・ナースの看護実践能力および継続教育に影響する要因が明らか

となり、今後の現任教育に活用できる重要な価値ある知見の集積であると認める.

よって、学位申請者笹谷孝子氏は、博士(保健学)の学位を得る資格があると認める。
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